
情報モラル研修会を始めます。
テーマは「ネット依存」です。
（★）
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本研修のゴールは、「インターネットに過度に依存すると、学校生活や日常生活、健
康面にも支障をきたすことを知り、自己管理の大切さと情報メディアとの関わり方に
ついて考える。」です。
（★）
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「推計51万8千人」何の人数だと思いますか。
（★）この数字は、2013年8月に発表された厚生労働省研究班によって行われたネッ
ト依存に関する調査結果で、「ネット依存」の中高生は全国に約51万8000人いると
推計されました。
この数字は、日本の中高生の8.1％にあたり、「ネット依存」の割合は中学生が6％、
高校生が9.4％という結果になりました。
（★）
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ネット依存症は、「自分の意思で利用をコントロールできない」「常にそのことを考え
てしまう」「人にやめるように言われても、やめられない」など、アルコール依存症な
どと同じような状態がみられます。

また、健康面においてもうつ病や人格障害などを誘引するきっかけになることもあり
ます。

家族の力でも現実に戻すことはできますが、ひどい場合は治療に何年も費やす可
能性もあります。
（★）
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一口にネット依存といっても依存する内容は様々です。
（★）動画などへの接触時間が長い「コンテンツ依存」
（★）ＳＮＳの利用時間が長い「つながり依存」
（★）オンラインゲームにのめり込む「オンラインゲーム依存」

など、ネットの進化とともに増え続けるサービスを利用しているうちに、ネット依存に
なってしまうこともあります。
また、最近ではスマホの利用率が高くなり、ネット環境がいつもそばにある状態です。

（★）日常生活に支障が出ていて、自分の意志では止めることができない状態は、
ネット依存です。
（★）
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オンラインゲームやネット上のコミュニケーションなど、ネットの世界は頑張れば頑張
るほど成果を出すことができ、それにより他から認められ、容易に居場所ができるな
ど、ネット依存の問題は急速に進行します。

ネット依存によって引き起こされる問題には、身体面では、視力低下や運動不足、
精神面では昼夜逆転やひきこもり、学業面では成績低下や授業中の居眠り、ひど
い場合には留年や退学に至ることもあります。
（★）
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ネットに依存しているかもと思ったら、一番簡単な方法は「ネットを使わないようにす
ること」ですが、情報社会の中でネットを完全に絶つことは容易ではありません。

（★）現実的には、「節度ある使用頻度に戻す」ということが、依存に気付いたときの
目標となります。
そのために、
（★）「自分でできること」、
（★）「家族でできること」、
（★）「学校でできること」
を考え、それらを実践していく中で、
（★）子どもたちに適切な使い方を身に付けさせていく必要があります。
（★）
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２部では、ネット依存の傾向にある子どもへの言葉掛けについて考えてみましょう。
（★）
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